
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留意点１：グループ作業への抵抗を減らす 

 参加型学習は、参加している人たちが、嫌が応にも会話をしなければなりません。一斉授業に慣れている人た

ちにとっては、自己開示は抵抗があります。そこで、無理しなくても話せる環境であることを体感してもらうよ

うな工夫をします。 

 そこで、意識しているのはアイスブレーキングを丁寧に行うことです。まずは全体でできること、誕生日順に

一列に並ぶバースデーラインは定番で行います。1 月 1日から 12月 31日までの誕生日の日付順に一列に並んで

もらう活動です。対象者に合わせて以下のように、レベルを変えます。話し合いながら並ぶ。無言で並ぶ、手指

を使っても良い。無言で並ぶ、手指を使わない。全体で気持ちがほぐれた時に、グループに分けて、グループ内

で打ち解ける活動を設定します。今日の名前、マイブームを入れるなど、自己紹介を一定の様式で提示してグル

ープ内で行ったり、グループの名前を考えてもらったりして、いつのまにか、話し合っている状況を作ります。 

      

バースデーラインの様子 

 

 

教室ファシリテーション  

～実践者に聞く参加型学習のポイント～ 

 
▼開発教育では、参加型学習の教育手法が重要視されています。知識を「教える」ことに終止せず、学習者の疑問や気づ

きを「引き出し」ながら、正解が 1 つではない問題に対して当事者意識を持って考えていく、参加型の学習方法を実践してい

る先生方が多いようです。そのような参加型の学びを促進する役割をファシリテーターと呼ぶことがあります。ファシリテータ

ーには、「容易にする人」「円滑にする人」という意味があり、目的や学習内容によって、より効果的な手法を組み合わせな

がら学びを促進します。 

 

▼今回のメルマガでは、2017 年 8 月に実施した JICA 地球ひろば主催「開発教育指導者研修」（※1）にご参加され、2 月 24

日公開セミナー「世界とジブンをつなぐ教育 ～映像教材による対話型授業事例～（※2）」に向けて授業実践された藤澤義

栄先生（岩手県盛岡市立本宮小学校）に、教室でのファシリテーションスキルについてお伺いしました。藤澤先生は、いわて

国際理解教育研究会にて国際理解教育/開発教育の教材開発や指導方法の検討など中心的に進められているファシリテ

ーションの経験豊富な先生です。皆さまの今後の取組みのヒントとなれば幸いです。 

 

※1：JICA 地球ひろば主催 開発教育指導者研修 

https://www.jica.go.jp/hiroba/news/notice/2017/170814_01.html 

※２：【参加者募集中】2 月 24 日公開セミナー「世界とジブンをつなぐ教育 ～映像教材による対話型授業事例～」 

https://www.jica.go.jp/hiroba/news/notice/2017/180201_01.html 

 

 
 

Q：先生方や児童を対象に参加型学習を進める際に留意していることはどのようなことですか？  

https://www.jica.go.jp/hiroba/news/notice/2017/170814_01.html
https://www.jica.go.jp/hiroba/news/notice/2017/180201_01.html


 

 

留意点２：授業・研修の一連の流れを示す 

なんのために集まったのか、授業・研修の目的を明らか       

にします。活動の終盤には、どのような道のりで授業・研 

修を行ってきたのかを黒板やハンドアウトで振り返ります。 

最後に、学んだこと、感想、疑問、評価など、進行の目的 

や対象者の実態に応じて、授業・研修を振り返った文章を 

書いてもらいます。これは、授業・研修の評価にもなります。 

 

 

 

 

「引き出す場面」フォトランゲージの手法を元にした視覚資料の活用 

 写真からイメージを広げて情報を取り出したり、その背景を 

想像したりするフォトランゲージ（※3）という手法があります。 

この手法を生かして、写真の代わりに、教科書の図、資料で 

用いられている図、地図などの視覚資料を拡大して、学習グ 

ループに配り、情報の読み取りをグループの話し合いの中で 

行い、各々の気づきを共有する時間を持ちます。必ずしも、情 

報の読み取りが正しくなくても構いません。意識して対象物を 

見ることが目的なので、その後に続く学習が深まっていきます。 

※3 フォトランゲージ 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/edu/kyouzai/handbook/html/h20102_1.html 

 

「深める場面」成果物の活用 

 授業や研修で得たものをポスターなどの成果物にまとめる     

方法を、学習のまとめの場面で活用します。たとえば、問題 

の解決方法を成果物作成の手順で画用紙などの大判の紙にま 

とめて発表し合うことで、学習内容を子どもたち相互で確認し 

あえるようになります。また、少人数の学級では、授業の板書 

そのものを大判の紙に書いて、単元学習の終わりには、すべて 

の授業の板書を掲示して学んだことを振り返ることをしたことも 

あります。 

 

「深める場面」共有する手法の活用 

 学んだことを、ワークショップで共有する場合には、ワークシートを様々に活用します。それぞれのワークシ

ートをグループで回し読みをしたり、指定したテーマについて回し書きをしたり、回ってきたワークシートに互

いの感想を書き込みしたり、評価文を書き込ませたりします。同じように、授業や研修の場でも、ワークシート

やノートを集団で回して、書く活動や読む活動を設定して、学習の共有化を図ります。 

 

 

授業の流れを示した板書例 

Q：国際理解教育/開発教育を実施するうえで、学習者の疑問や気づきを「引き出し」、考えを「深

める」ために、どのような工夫をしたら良いのでしょうか？ 

イラストを見ながら気づいたことを共有している様子 

作成したポスターを基に発表する様子 

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/edu/kyouzai/handbook/html/h20102_1.html


 

 

 

 わたしの実践の根っこは、多重知能論です。アメリカの心理学者でハワード・ガードナーが世に送った考え

方です。人には、書き言葉で分かる人、論理的なことでわかる人、聞くことで分かる人など、分かり方が多様に

あることが示されています。この考え方を踏まえ、学習者の分かり方にきまりはないことを前提に実践を構成し

ようと、日々考え続けています。その考える視点として、以下の意識を大切にしようと思っています。 

 相対性の意識：世の中に絶対はないこと、絶対を疑う視点を持たせること 

 多様性の意識：相対性と同様、単一性は存在しないこと 

 柔軟性の意識：研修や学習においては、学習者が主体であることから、課題に導く道筋は、自由に変更可

能なこと、また変更できる手立てを準備できること 

 明確性の意識：研修や学習の目的を単純化し明確にし、学習者と共有して取り組むこと 

 現実性の意識：研修や学習内容が、現実生活に適用されること 

 しかしながら、なかなか上手くいかないことが多く、程遠い実態に出くわすこともあります。しかし、志だけ

でも大切にして、明日の実践に励みたいと考えています。 

 

～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～▼～ 

 

いかがでしたでしょうか。2月 24日公開セミナー「世界とジブンをつなぐ教育 ～映像教材による対話型授業

事例～」では、藤澤先生のように 2017 年 8 月に実施した JICA 地球ひろば主催「開発教育指導者研修」を経て、

全国各地で開発教育に取組まれる 4名の先生方の授業案をご紹介予定です。北海道大学名誉教授の大津和子先生

からのご講話と併せて、具体的な事例を通じ、皆さまの明日からの実践のヒントをご提供できればと思います。

詳しくはメルマガ本体でお伝えしておりますので、ぜひご覧ください！ 

 

Q：今回のメルマガのテーマは「教室でのファシリテーション」なのですが、全国の開発教育実践者

にアドバイスやメッセージをお願いします！ 


